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績
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し

き

第
一
次
世
界
大
臨
む
後
、
網
越
闘
が
革
新
的
な
内
閣
植
民
運
動
を
起
し
、
岡
家
更
生
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
と
は
著
名
た
事

置
で
あ
っ
て
、
澗
逸
の
全
岡
民
が
之
れ
に
多
大
の
期
科
在
一
な
し
た
る
の
み
た
ら
や
、
他
外
岡
民
よ
り
も
非
常
た
闘
心
を
以
て
翻
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
我
闘
に
於
て
も
共
の
首
時
期
界
の
臨
十
者
叉
は
識
者
に
よ
り
て
共
の
制
度
を
紹
介
し
、
北
パ
の
結
果
を
論
評
せ
ら
れ
た

る
も
の
・
少
な
か
ら
や
大
に
注
意
を
引
き
た
る
所
で
あ
る
ι
従
て
共
後
に
於
け
る
此
の
制
度
の
護
建
経
過
、
即
ち
架
し
て
所
期
の
成
果

を
符
O

L
あ
る
や
否
や
事
業
の
成
績
如
何
と
一
五
ふ
と
と
は
最
も
興
味
あ
る
研
究
問
題
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
庖
に
於
て
余
は

先
に
「
戦
後
調
逸
の
内
問
植
民
事
業
と
共
の
成
品
」
「
澗
謹
内
閣
植
民
事
北
淡
の
現
仰
向
」
と
題
し
て
共
の
制
度
の
内
容
及
経
過
渡
民
の
大

要
を
二
度
ば
か
り
紹
介
報
告
じ
た
り
。
然
る
に
最
近
、
雑
誌
新
農
民

(
M
2
3
出

2
2
E
C
E
)
経
済
と
統
計

(
J
J
1

王国口
g
p
g三

空
注
目
注
目
ど
共
の
他
絹
逸
岡
統
計
年
鑑
ハ
∞

g民
間
辛
口

y
g
F宵
宮
内
何
回
同
骨
ユ

g
H
)
g
g
d
F
同
巾
山
内
}
凶
)
等
二
、
一
一
一
の
著
書
に
於
て
、

九
一
一
一
九
年
起
の
成
績
の
大
市
討
を
知
り
得
た
る
を
以
て
鼓
に
叉
之
れ
を
紹
介
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
よ
り
簡
単
た
る
一
記
述
に

過
ぎ
十
と
川
町
も
盟
邦
澗
迎
が
民
創
な
る
努
力
を
以
て
行
ひ
っ
L

あ
る
此
の
制
度
が
叉
我
間
関
策
議
行
上
に
何
等
か
の
参
考
と
も
な
り

侍
れ
ば
半
で
あ
る
。
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向
ほ
此
爆
に
一
一
一
日
す
べ
き
は
本
制
度
の
創
設
は
一
九
一
九
年
八
月
十
一
日
の
猫
逸
図
移
住
法
(
同
広
島

maazロ民
団
，

m
g
S
N
)

る
も
の
に
し
て
潤
逸
闘
は
共
の
官
時
、
枇
命
円
民
、
平
一
黒
の
時
代
・
な
り
し
が
、
共
後
一
九
一
一
一
一
一
一
年
に
至
り
岡
民
世
合
主
義
の
閣
と
た
り
、

同
年
七
月
十
四
日
の
法
律
に
よ
り
て
新
也
庶
民
運
動
(
出
2
8
即
日
5
5
2
E
)

と
し
て
ご
般
の
強
化
を
来
し
た
も
の
に
し
て
此
の
研

究
に
於
て
は
常
に
一
九
三
一
二
年
を
境
界
と
し
て
共
の
前
後
の
成
績
を
比
較
考
察
す
る
と
と
に
努
め
た
り
。

に

よ

ニ
、
移
住
用
地
の
獲
得
用
意

移
住
事
業
の
京
一
底
を
な
す
も
の
は
土
地
で
あ
る
。
従
て
共
の
用
地
を
獲
得
用
意
す
る
と
と
は
此
の
事
業
の
第
L

の
仕
事
で
あ
る
。

而
し
て
共
の
一
九
一
九
年
よ
り
二
八
年
に
至
る
成
績
に
就
て
は
既
に
此
の
第
一
報
に
於
て
や
L
詳
細
に
記
述
す
る
所
あ
り
た
る
を
以

て
此
庭
に
共
の
後
に
於
け
る
成
績
に
就
き
て
記
述
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
れ
左
四
つ
の
項
目
に
分
ち
て
考
察
す
る
と
と
が

出
来
る
と
忠
ふ
。
即
ち
阿
国
積
、
山
源
給
、
何
債
格
、
品
川
購
買
手
段
之
れ
で
あ
る
。
以
下
此
の
順
序
に
よ
っ
て
少
し
く
検
討
し
て
見

る。
州
移
住
用
地
と
し
て
獲
得
用
意
せ
ら
れ
た
る
土
地
の
面
積
、
阪
に
研
究
し
た
る
如
く
一
九
一
九
年
よ
り
一
九
二
八
年
に
一
全
る
十
ケ

年
聞
に
於
て
移
住
用
地
と
し
て
獲
得
し
た
る
土
地
は
五
十
時
間
に
し
て
一
年
平
均
五
高
岡
で
あ
る
が
、
北
パ
後
に
於
け
る
質
績
は
次
表

の
如
き
も
の
が
あ
る
。

移
住
用
地
の
獲
得
別
意
年
北
表

年!

次

商

五
0
0
、六一ユ一一一

二
四
六
二
三
四
一

一
一
一
、
九
九
五
一

戸
間
)

答。

メL
S仁Z七五一

一六七
一三八

積

(町〉

一

年

平

均

商

積

ニ五
三 O、、
-0  
O 六
|七三一一

?五

一
九
一
九
|
一
九
二
八

一
九
一
一
九
l
一
九
三
O

一
九
三
一獄

市
地
内
閣
植
民
事
業
の
成
績

第一一一線

二
九
五
.



問
調
遜
内
凶
植
民
事
業
の
成
績

第一一一報

二
九
六

計

八
一
よ
い
一
一
一
七
-

九
四
O
、
五
七
八
一

六
七
、
一
八
四

五
-
一
九
一

九

五
九
・
七

O

一
九
コ
二
ニ

一
九
三
四

一
九
三
五

一
九
三
六

一
九
三
七

一九一一一八

一九一一一九

メ込

"' 

ifl 

一
O
七、
O
五八一

一
四
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、
一
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一
一
一
一

一
一
一
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一
、
八
周
八
一

八
二
、
二
二
五
一

六
一
一
一
、
八
五
九
一

六
一
一
一
、
九
三
二
一

凶
六
、
九
O
九一

六
三
回
、
九
四
阿

一
、
五
七
五
、
五
一
一
一

六
・
八
O

九
・
四
O

七
・
八

O

五二一一一

凶
・
。
五

凶・
O
六

一一・九八

計

七
九
、
一
一
一
六
八

七
五
、
O
二
五

四

0
・三

O

一0
0
・0
0

即
ち
一
九
一
九
年
猫
組
閣
移
住
法
殻
布
以
来
一
昨
年
即
ち
一
九
三
九
年
に
至
る
迄
二
十
一
年
間
に
此
の
事
業
の
矯
め
に
獲
得
用
意

し
た
る
全
地
積
は
質
に
百
五
十
七
寓
五
千
阿
に
し
て
、
之
れ
を
本
法
殻
布
の
官
時
フ
レ

l
ゼ
氏
が
移
性
地
と
し
て
後
想
し
た
る
六
百

四
十
南
阿
に
比
す
れ
ば
、
正
に
二
凶
・
六
一
%
に
相
官
し
相
営
な
貫
績
を
示
す
も
の
と
一
五
は
ゑ
く
て
は
友
ら
泣
い
円
。
而
し
て
之
れ
を

年
次
的
に
見
れ
ば
一
進
一
退
を
免
れ
や
と
雑
も
一
九
一
一
二
|
二
年
の
頃
と
、

一
九
三
一
一
一
l
l
三
五
年
の
頃
は
最
も
隆
盛
を
一
不
し
、
十
市
内

間
以
上
の
土
地
が
獲
得
用
意
せ
ら
れ
て
居
る
。
然
る
に
一
九
三
六
年
頃
よ
り
漸
次
減
退
の
勢
を
一
不
し
、

間
に
低
下
せ
り
。
之
れ
一
五
ふ
迄
も
な
く
澗
趨
闘
が
戦
時
非
常
時
局
に
直
聞
し
た
る
が
矯
め
に
し
て
止
む
を
伴
ざ
る
も
の
と
見
る
べ
き

一
九
三
九
年
に
は
四
寓
七
千

で
あ
る
。
否
閤
家
非
常
時
に
際
し
て
侮
ほ
よ
く
此
の
事
業
佐
賀
行
し
つ
L
あ
る
は
寧
ろ
龍
嘆
に
値
す
る
も
の
と
一
五
ふ
べ
き
で
あ
る
。

而
し
て
今
之
れ
を
ナ
チ
ス
淵
過
の
出
現
し
た
る
一
九
三
三
年
を
凶
作
と
し
て
前
後
二
期
に
分
ち
て
見
る
に
前
期
十
四
ヶ
年
に
於
て
は
九

十
凶
高
附
、
後
期
七
ヶ
年
に
於
て
は
六
十
三
市
内
五
千
阿
に
し
て
、
各
々
五
九
・
七
O
M
W
と
問

0
・一二
O
M
m
と
に
相
官
す
る
。
而
し
て
之



れ
を
一
ヶ
年
の
平
均
に
見
る
に
前
期
に
於
て
は
六
寓
七
千
百
八
十
四
阿
・
な
る
に
封
し
、
後
期
に
於
て
は
七
寓
九
千
三
百
六
十
八
阿
に

し
て
ナ
チ
ス
調
法
に
歪
り
此
の
事
業
が
一
一
府
強
化
さ
れ
、
後
に
述
ぶ
る
が
如
く
共
の
徹
底
せ
る
農
業
政
策
を
撤
現
せ
る
も
の
と
云
ふ

べ
き
た
り
。

次
に
此
れ
等
の
土
地
は
調
逸
岡
何
れ
の
地
方
よ
り
提
供
さ
れ
た
る
も
の
な
る
や
を
見
る
に
次
表
の
如
き
も
の
が
る
る
。
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即
ち
プ
ロ
イ
セ
ン
に
於
て
は
百
二
十
五
高
七
千
百
陪
に
し
て
締
聞
の
約
八
O
%
を
占
め
、
主
要
な
る
位
置
を
占
め
て
居
る
と
と
を

地

方

一

ウ

地

方

↑

ナ

ウ

一

エ

ル

マ

ル

ク

一

ン

d

ア

ン

一

テ

ン

ラ

ン

ド

一

シ

知
る
の
で
あ
る
。
共
他
に
於
て
は
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
が
一
一
%
、
バ
イ
エ
ル
ン
が
ゴ
一
%
に
し
て
や
L

多
き
を
占
む
る
も
他
は
何
れ
も
コ

ア。

グ

リ

'y 

ン
マ
以
下
に
過
ぎ
や
、
従
て
此
の
事
業
は
硝
逸
の
全
閥
的
友
運
動
で
る
る
と
郁
す
る
も
数
量
的
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
を
主
と
す
る
も
の

デン I

と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
守
、
而
し
て
プ
口
イ
セ
ン
に
於
て
も
ポ
ン
メ
ル
ン
、

シ
ユ
レ
ジ
エ
ン
、
オ
ス
ト
。
フ
ロ
イ
セ
ン
、
や
フ
ラ
ン
J

ア
ン
プ



ル
グ
等
が
主
要
な
る
地
方
で
あ
る
。
市
し
て
特
に
此
底
に
注
意
乞
姿
す
べ
き
は
今
共
猫
逸
が
合
併
し
た
る
ズ
デ
1
一
ア
ン
、
ダ
ン
チ
ツ

ヒ
、
ド
l
ナ
ウ
等
の
地
方
に
於
て
早
く
も
一
高
六
千
五
十
阿
の
土
地
を
獲
得
刑
意
せ
る
と
と
に
し
て
澗
巡
の
機
敏
な
る
活
動
が
早
く

も
此
の
種
の
事
業
に
聞
酬
は
れ
て
居
る
と
と
で
あ
る
。

山
川
，
次
に
之
れ
等
の
土
地
は
如
何
な
る
給
加
に
よ
っ
て
提
供
せ
ら
れ
て
居
る
や
を
見
る
に
、
元
来
移
住
法
に
於
て
規
定
す
所
を
見

る
に
移
住
用
地
の
給
源
と
し
て
閥
有
地
、
泥
茨
地
及
荒
f

細
川
地
、
二
十
五
陥
以
上
の
農
場
、
百
陥
以
上
の
農
場
の
四
種
類
が
翠
げ
ら
れ

で
あ
る
。
共
の
詳
細
な
る
記
述
は
小
文
「
戦
後
猫
迭
の
内
閣
植
民
事
業
と
其
成
紘
」
に
記
す
る
所
・
な
る
が
、
今
最
近
の
統
計
に
よ
っ

て
共
の
寅
欣
を
見
る
に
次
表
の
如
き
も
の
が
る
る
。

百百泥閥
種

陪陥炭

計以未 地
及有

上溺荒

農農書it 類

揚揚地地

九

九七一 九
四一 O三九 i 
O 一一一一一 -一一一一一
五、五、一、五、二、 4四 . 

七 九七九一
八一四七六一

大，

一一一
五四 三
八三七 七|
八七四 六一

r、ミ -J4/よ、 λ、J 九
三八五 九八
五五三毛!七

言1-
，... 

7L 
←」 一一. X 1-

五、一、一ー』ノFL

二回一 六 l
八九 O 八二.
、 、 、 、 ノし

六八四 一一
一七二 一八
コ六四|竺)

害1

O七一一合
O五三一

O 二七 01% 
O 二七|ー

備
考

X

ハ
一
九
一
九
年
よ

P
一
九
一
一
一
二
年
迄
の
泥
炭
地
及
荒
楽
地
三
=
一
、
五
九
七
階
を
合
む

此
の
統
計
に
於
て
は
泥
決
地
及
荒
蕪
地
に
闘
す
る
も
の
は
一
九
三
二
年
迄
よ
り
記
載
さ
れ
や
、
共
後
に
於
け
る
も
の
は
他
の
種
類

の
内
に
抱
合
さ
れ
て
あ
る
を
以
て
充
分
明
か
友
ら
や
と
雌
も
一
九
三
八
年
迄
組
数
百
五
十
二
寓
八
千
阿
を
獲
得
用
意
し
た
る
内
十
六

前
向
八
千
陥
は
閤
有
地
よ
り
、
二
十
高
陪
は
百
陥
未
満
の
農
場
よ
り
、
百
十
五
南
町
歩
は
百
陪
以
上
の
農
場
、
よ
り
獲
得
せ
ら
れ
た
る
も

の
に
し
て
、
大
部
分
は
百
陪
以
上
の
農
場
よ
り
得
た
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。
今
又
之
れ
を
フ
レ
I
ゼ
氏
の
示
す
橡
想
面
積
と
比
較
す

る
に
共
去
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

組
側
迩
内
図
植
民
事
業
の
成
績

第
一
一
一
報

二
九
九

〈別刷10-21頁〉参照670-682頁、1 ) 前掲論文



組
制
逸
内
閣
植
民
事
業
の
成
績

第
一
一
一
戦

O 
O 

百百泥凶

間 i町、炭
手重

計以以 i血

上下 2え有

のの荒

I足農 ~H~
類

場場 i也i血

7 

レ

一〆」、一 一一
ゼ

、、、、 氏
匹l八 00六 (/J 

00000  王製
00000  想、
、、、、、

而
00000  干支
00000  
00000  

干鐙

符ゴL

111コ
一一

忌:ノ1、、
五一二 一
二四一 一ノ」、 せ年

八九 O i¥ る
、、、 、

商迄
六八四
一七二 積Iこ
三六四 ) 

害。

合

』一-ノ一L、 - 一
三三 O i¥ タ五. 
八八五 O 
八八二 五

此
の
統
計
に
於
て
は
泥
茨
地
及
荒
叩
拠
地
に
山
附
す
る
も
の
を
分
ち
輿
え
ら
れ
ざ
る
を
以
て
不
完
全
を
免
れ
や
と
雌
も
既
に
獲
得
W
意

せ
ら
れ
た
る
土
地
は
設
想
地
に
釘
し
岡
有
地
に
於
て
は
二
八
・

O
五
%
、
百
陥
以
下
の
農
場
に
於
て
は

一0
・
五
二

μ
、
百
回
以

k

の
農
場
に
於
て
は
六
三
・
八
八
%
、
な
る
を
見
る
の
で
る
る
。
従
っ
て
本
事
業
は
大
農
場
を
封
象
と
す
る
部
分
に
於
て
大
に
進
展
す
る

所
あ
り
た
る
も
共
他
の
部
分
に
於
て
は
猶
ほ
未
だ
し
の
感
あ
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
十
。

(c) 

次
に
購
買
債
額
に
闘
す
る
統
計
を
見
る
に
失
表
の
如
き
も
の
が
あ
る
c

移

千t

月j

士山

の

償

額

去

一一一一一一一一 年

九九九九九九九九

一-一-一F一-一-一，ー 一酔一ーー 一』一-一-一-→ 一ー一ー・ 一」ー晶

六五四三二一 O 九 ヨた

i砕

入

』フー匂 ー3ーL ノニコ1 三二正三 三f三L 二fユt エ3エL こ3ニL 
紙L

、 、 、-B、 、 、プて、 、
{員

ッ三ご句三二 ー〈』Z一コEヨ二土P三三u ア/句、 一一z己g‘ ーA31ニーヨ戸C己己コ
、、、、-B、、 4三、、

事Ol
L三巨E三ヨヨ ー4ノー、=( ~と三ゴ三 ー玉グ三ーむ主・ ノフ『又 フζ4コ匂3 -/CEコ、~ -玉三H百三::.bi 山 U 

R体

入

i也

一一 -- 而
フ=匂三 ζCココ フー句--ノ恒、 フC句コ rごb三 Cζ3コ 3，二J 
、、、、、、、、

村::コフ39HuUCコ タヨb至三 jbp3区白E14 1-ー ノ、
孟一 函一四 5一 回一弔一問

一
町5
JiW 
り

2f-
均

f頁

タ3Uu 31d vH デプhマミC チ~てヨ フ/句、 "'"' "'"' 中荘
- 三ζEコ C3コL .1t... E'!.. /"、 三ニ五コ三 3L三脚t~1，

総I司
に上
ill'tの
す総

一一 一一
一Eコ一. cー-コ 4j2u 4Rヨ~ .，ーー3 プ"'"'て C三三コ ーCコ-
プe守口.-.4.3 ノ，13.u 一. 品. 



即
ち
一
九
二
九
年
よ
り
一
九
三
八
年
起
の
聞
に
於
て
腕
入
し
た
る
線
町
積
七
十
八
寓
一
三
千
防
に
封
し
、
支
梯
ひ
た
る
金
額
は
七
億

二
百
市
内
白
川
に
し
て
一
阿
常
り
平
均
八
百
九
十
六
牌
な
り
。
而
し
て
一
九
一
二
O
年
に
は
前
年
よ
り
や
L

多
量
に
購
買
し
た
る
に
も
係
ら

4

ふ
l

u

-

-

司

4

J

-

J

J

亡↑

1
寸

一
九
一
一
一
八

計
二
空
白
|
一
九
z
一九)

き晶玉
一=ニ、、、
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凡四-
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7匂 Aヨ 一一・
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一六一一・六一
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ゃ
、
阿
古
の
憤
格
は
低
下
し
、
共
後
の
二
ヶ
年
間
は
.
購
買
償
額
も
、
間
積
も
減
少
し
、
附
常
り
慣
絡
も
者
る
し
く
低
下
し
て
居
る
が

一
九
一
二
五
年
迄
は
三
者
共
漸
次
増
高
し
、
一
九
三
六
年
上
り
は
購
買
債
額
、
間
積
共
に
著
る
し
く
減
少
し
、
附

一
九
三
一
二
年
以
後
、

首
り
債
格
は
者
る
し
く
騰
貴
せ
る
を
見
る
の
で
あ
る
。
之
れ
戦
時
非
常
の
時
に
遭
遇
し
た
る
結
果
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
附

営
り
慎
格
は
勿
論
土
地
の
良
否
、
建
物
又
は
動
物
資
本
の
有
無
多
少
等
種
々
の
事
情
に
よ
り
て
異
る
を
以
て
之
れ
ゐ
T
ニ
概
に
云
ふ
と

と
能
は
ざ
る
も
近
時
著
し
く
騰
貴
せ
る
も
の
あ
る
を
見
る
所
で
あ
る
。

州
次
に
注
意
す
べ
き
と
と
は
此
れ
等
の
土
地
を
獲
得
し
た
る
手
段
の
問
題
で
あ
る
。
之
れ
に
就
い
て
充
分
友
る
統
計
を
件
ざ
る
ー

も
一
九
二
九
年
よ
り
一
九
一
三
六
年
に
至
る
迄
の
も
の
に
就
き
見
る
に
弐
の
如
し
。

移

住

用

地

獲

得

の

手

段

(
一
九
二
九

i
一
九
三
六
年
〉

9

獲

得

の

手

段

自
由
購
買
に
よ
る
も
、
の

強
制
的
競
買
法
に
よ
る
も
の

波
牧
に
よ
る
も
の

一
委
託
に
よ
る
も
の

計

面

積

胃
同

ム
ヘ
二
側
、
九
八
八

五
二
、
一
八
五

二
、
七
四
七

二一一一一、九四一一一

八
九
三
、
八
六
一
一
一

割

合六九
・
九
五
・
八
0
・=一

二
四
・
0

0
0
・0
0

即
ち
自
由
時
民
に
よ
る
も
の
は
約
七
O
%
に
し
て
、
強
制
又
は
淡
牧
に
よ
る
も
の
は
儲
か
に
六
%
に
過
ぎ
や
、
本
訟
に
於
で
は
士
e

相
叫
迩
内
閣
植
民
事
業
の
成
績

策

報

O 



相
判
逸
内
閣
植
民
事
業
内
成
績

1í~ 

報

O 

地
獲
得
の
困
難
を
想
像
し
て
種
k

の
強
制
手
段
を
規
定
す
る
所
あ
り
と
蛾
も
事
買
に
於
て
は
大
部
分
の
土
地
が
闘
湖
、
な
る
方
法
に
よ

り
て
獲
得
せ
ら
れ
て
居
る
と
と
を
知
る
も
の
で
あ
る
。
倫
ほ
之
れ
に
就
て
は
一
九
二
八
年
以
前
に
於
け
る
貫
情
を
参
照
し
て
多
く
白

興
味
を
感
や
る
も
の
が
あ
る
。

=
一
、
新
農
民

の

設

定

レ
ム
越
の
如
く
に
し
て
獲
得
用
意
し
た
る
土
地
に
新
農
民
の
移
植
設
定
は
如
何
に
行
は
れ
た
る
ゃ
な
見
る
に
之
れ
を
、
刷
、
新
農
民

の
設
定
数
及
面
積
、
刷
、
新
農
民
の
人
的
闘
係
、
判
、
新
農
民
地
の
債
格
等
に
分
ち
て
研
究
す
る
。

新
農
民
の
設
定
数
及
面
積

a
 

今
一
九
一
九
年
以
後
に
於
け
る
新
農
民
の
設
定
数
及
面
積
を
年
次
的
に
一
表
と
し
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
る
る
。

← 
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七
一
一
、
八
九
四
一
一
毛
、
呈
九
六
一
八
、
回
ニ
九
一

八
一
一
、
四
五
六
一
ニ
晶
、
八
百
一
四
一
六
、
主
一
三

九

一

完

全

一

品

、

九

ニ

七

一

14、宅二

一

三

二

又

一

=

一

四

六

、

旦

回

一

一

宝

、

盟

主

計

一

夫

、

さ

一

一

九

四

八

、

六

五

一

一

一

一
ι

回

2
2一

オ
推
算
、
前
年
の
一
戸
平
均
四
・
六
人
を
本
年
度
の
設
定
戸
数
七
九
八
に
梁
じ
た
る
も
の
。

主 L 九 1uゴL
ロ』

一一・四八
一・九八
一・
O
A

一品・一一品

メ込
r4 

一0
0

・0
0

備
考
即
ち
本
制
度
創
設
以
来
一
九
三
九
年
に
五
る
二
十
一
年
間

κ七
寓
八
千
六
百
六
十
三
戸
の
新
農
民
を
設
定
し
、
九
十
四
寓
八
千
六

百
五
十
二
陪
の
土
地
を
分
配
し
、
三
十
四
市
内
五
百
七
人
の
移
牲
者
を
持
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
ヶ
年
平
均
一
二
千
七
百
四
十
六
戸

一
高
六
千
二
百
十
五
人
宛
を
設
定
し
た
る
計
算
た
り
。
此
の
締
教
を
一
九
三
三
年
の
調
森
に
依
る
滴
逸
の

四
高
五
千
百
七
十
問
問
、

農
業
経
戯
曲
総
数
三
、

O
七
五
、
四
五
四
に
比
す
れ
ば
二
・
五
六
%
に
、
農
業
粧
替
締
面
積
四
一
、
五
六
七
、

0
0
0陪
に
比
す
れ
ば
、
二
-

一
三
、
六
六
一
、

0
0
0人
に
比
す
れ
ば
二
・
凹
九
%
に
相
官
し
、
之
れ
を
獅
逸
闘
の
農
業
金
酷
よ
り
見
れ
ば
大

、
な
る
教
と
い
ふ
と
と
能
は
や
、
而
し
て
此
底
に
特
に
注
意
す
べ
き
は
一
農
場
、
首
り
平
均
面
積
が
一
九
三
三
年
前
に
於
て
は
一

O
阿
内

二
八

μ
、
農
林
人
口

外
な
り
し
も
の
が
、
共
の
後
に
於
て
は
漸
弐
撹
大
さ
れ
一
九
三
一
二
l
l
一
九
三
九
年
の
平
均
に
於
て
一
六
陪
と
・
な
り
た
る
と
と
に
し
て

之
れ
畢
党
ナ
チ
ス
政
躍
は
健
全
た
る
農
民
の
設
定
に
力
を
致
し
絞
皆
同
積
を
蹟
大
強
化
す
る
と
と
に
努
め
た
る
が
震
め
な
り
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。
次
に
之
れ
在
地
方
別
に
見
る
に
弐
表
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
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即
ち
総
数
七
高
八
千
飴
戸
、
九
十
四
高
八
千
飴
附
の
内
六
階
五
千
飴
戸
、
七
十
八
高
四
千
飴
阿
は
プ
ロ
イ
セ
ン
に
岡
崎
し
、
夫
々
八

二
%
以
上
を
占
め
て
居
る
。

市
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
に
於
て
も
オ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ポ
ン
メ
ル
ン
、

シ
ユ
レ
ジ
ヱ
ン
、
プ
ラ
ン
J

ア
ン
プ
ル
グ
等
は
特
に
多
数
を

占
め
一

O
乃
至
二

O
U刊
を
占
め
て
居
る
。
共
の
他
シ
ユ
レ
ス
ウ
ツ
ヒ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
、

ハ
ン
ノ

l
パ
1
等
は
や
L

多
き
地
方
で
あ

る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
以
外
に
於
て
は
メ
ク
レ
ン
プ
ル
グ
の
一

o
u
w
内
外
を
以
て
最
高
と
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
オ
ル
J

ア
ン
プ
ル
グ
の
二
%

内
外
を
以
て
之
れ
に
直
ぐ
も
の
と
し
、
共
の
他
は
何
れ
も
ゆ
敢
に
し
て
コ
ン
マ
以
下
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
新
農
民
の
設

定
も
用
地
の
獲
得
用
意
と
相
封
臆
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
を
以
て
主
要
な
る
地
方
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

L
H
 

野川コ同毛
D
-へ
・
均
調
系

4
1
/
J
L
J
F
E
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更
に
此
れ
等
新
農
民
の
人
的
闘
係
は
如
何
と
一
式
ふ
に
一
九
三
入
年
に
設
定
し
た
る
一
、
四
五
六
戸
に
就
て
見
る
に
一
、
一
一
一
二
六
戸
、

即
ち
総
数
の
九
一
係
は
移
住
前
に
於
て
既
に
農
業
に
従
事
し
た
も
の
な
り
と
一
五
ひ
、
叉
七
七

O
戸
、
即
線
数
の
五
三
%
は
硝
立
の
農

業
経
替
者
で
る
り
、
又
二
四
八
戸
、
即
ち
総
数
の
一
七
%
は
農
家
の
子
弟
で
共
の
家
に
於
て
農
業
に
従
事
し
て
居
っ
た
も
の
で
あ
り
、

二一二

O
戸
、
即
ち
総
数
の
一
六
dm
は
農
業
労
働
符
で
あ
っ
た
と
云
ふ
と
と
で

b
る
。
以
て
移
松
前
に
於
け
る
山
民
事
関
係
を
知
る
と
と

が
出
来
る
。
而
し
て
此
滋
に
特
に
注
窓
を
要
す
る
こ
と
は
従
来
猫
立
の
操
業
経
叶
営
者
た
り
し
も
の
、
又
は
農
家
の
子
弟
た
り
し
も
の

L
割
合
が
漸
戎
増
大
し
来
れ
る
と
と
に
し
て
此
の
雨
者
を
合
し
た
る
も
の

L
総
数
に
封
す
る
割
合
は
一
九
三
四
年
に
は
四
八
%
、

九
三
五
年
に
は
五
五
%
、

一
九
三
六
年
に
は
五
八
%
、

一
九
三
七
年
に
は
六
七
uw
た
り
し
が
一
九
三
八
年
に
は
七

O
U刊に
L
し
」
昇
し
て

満
州
地
内
閣
植
民
事
業
の
成
績
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四
判
明
堪
内
閣
植
民
事
業
の
成
績

策

調2

三
(U
六

居
る
の
で
あ
る
。
従
て
農
業
に
従
事
し
た
る
と
と
な
き
も
の
は
傑
か
に
九
%
に
し
て
従
来
よ
り
著
る
し
く
減
少
し
た
り
。
之
れ
最
近

小
新
農
民
の
設
定
を
少
く
し
、
新
農
民
は
農
業
者
よ
り
多
く
之
れ
を
撰
定
す
る
と
と
L
な
し
た
る
が
矯
め
な
り
と
一
再
ふ
。

次
に
共
の
出
身
地
と
移
住
地
と
の
附
係
を
見
る
に
一
九
三
八
年
に
於
て
は
一
、
二
六
四
戸
、
即
ち
総
数
の
八
七
%
ハ
前
年
は
七
七

d
w
)

は
出
身
地
と
移
性
地
と
を
同
ふ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
共
の
内
一
七
八
戸
、
即
ち
組
教
の
一
一
一
%
(
前
年
は
一
一
-
M
F
〉
は
共
の
農

場
に
於
て
曾
て
情
人
と
し
て
働
き
居
た
る
も
の
で
あ
る
と
一
五
ひ
、
叉
東
部
地
方
に
移
住
し
た
る
も
の
六
八
二
戸
の
内
九
六
戸
、
即
ち

一
四
%
は
同
市
地
方
よ
り
移
住
し
た
も
の
で
る
る
と
云
ふ
。
之
れ
等
の
閥
係
を
年
共
的
に
表
示
す
れ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

年
一
九
二
三
一
九
三
二
年
計

九
一
工
1
i
=

九
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三

九
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四

九
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五
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九
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九
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九
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九
三
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九
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九
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ニ
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九
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一
九
二
三
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九
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一一一一詔一

次
に
新
山
庶
民
の
年
齢
に
就
て
見
る
に
三

O
乃
五
五

O
歳
の
も
の
最
も
多
く
、

共

内

問

南

ド

イ

ツ

よ

り

の

移
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者

戸

4

数
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敬
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O
一
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即
ち
組
教
の
七

O
M
に
建
し
て
居
る
。
而
し
て
コ
一

O
歳
未
満
の
も
の
は
一
八
八
戸
、
組
教
の
一
一
一
一
%
、
五

O
歳
以
上
の
も
の
は
二
五

O
戸
、
輸
相
教
の
一
七
%
で
あ
る
。

共
に
共
の
家
族
構
成
の
枇
態
を
見
る
に
一
九
三
八
年
の
例
に
於
て
は
総
数
六
、
七
三
コ
一
人
に
し
て
平
均
一
農
家
四
・
六
人
(
前
年
間
・

五
人
)
で
あ
る
。
市
し
て
家
族
を
有
せ
ざ
る
農
家
は
殆
ん
と
な
く
、
二
乃
五
三
人
を
有
す
る
も
の

五
八

O
戸
、
コ
一
九
・
八
d

m

(

前
年

三
八
・
六
%
)
山
乃
至
六
人
左
有
す
る
も
の
五
七
三
一
戸
、
三
九
・
四
%
(
前
年
三
七
・
六
%
)
、
七
人
以
上
を
有
す
る
も
の
一
一
一
一
戸
、

七
・
七
%
ハ
前
年
六
・
二
%
)
で
あ
る
。

(c) 

土
地
の
購
入
慣
格

一
九
三
八
年
に
設
定
せ
ら
れ
た
る
新
農
民
一
、
四
五
六
戸
の
購
入
し
た
る
土
地
の
融
商
税
は
二
七
、
八
三
川
陪
に
し
て
共
の
代
償
は

五
九
、
一
一
一
五

O
、0
0
0・
師
で
あ
る
。
故
に
一
戸
の
慣
格
は
平
均
問
。
、
七
六
二
麻
(
前
年
は
三
七
、
九

O
O腕
)
に
し
て
一
附
の
慣
格

は
平
均
二
二
一
一
三
腕
(
前
年
一
、
九

O
九
肺
)
で
あ
る
。
今
之
れ
等
僻
見
慣
格
の
護
法
礎
選
を
一
去
と
し
て
示
せ
ば
戎
の
通
り
で
あ

る。
一一一一一 五ド

九九九九九
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バ
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満
描
地
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閥
植
民
事
業
の
成
績

第
一
ユ
報

=一
O
八

即
ち
一
向
首
り
及
一
戸
営
り
一
千
均
債
格
は
一
九
一
一
一
一
一
一
年
迄
漸
共
低
下
し
、

そ
れ
よ
り
更
に
上
昇
し
て
居
る
。
而
し
て
過
去
十
ヶ
年

聞
の
組
平
均
に
見
る
に
一
間
一
、
八
八
七
肺
、

一
戸
二
四
、
六
七
四
腕
で
あ
る
。
今
之
れ
を
千
債
を
以
て
我
問
の
貨
幣
に
挽
算
す
れ
ば
、

一
町
歩
九
百
六
回
、

一
戸
分
一
寓
一
千
八
百
四
十
四
同
と
た
る
の
で
あ
る
。
農
林
省
の
調
在
に
よ
る
昭
和
十
二
年
度
我
闘
農
家
の
結

済
調
官
引
を
見
る
に
自
作
農
一
戸
の
一
千
均
純
財
産
は
一

O
、
一
二
五
闘
に
し
て
之
れ
と
相
刻
す
る
も
の
あ
る
を
見
る
は
奇
と
す
べ
き
で

あ
る
。
勿
論
此
の
債
格
は
新
農
場
の
商
積
、
性
質
、
位
置
に
よ
り
て
夫
々
異
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
両
積
が
小
な
れ
ば
小
な
る
丈
け

建
物
な
ど
の
債
格
が
加
重
し
て
、

一
同
首
り
心
債
格
は
高
慣
と
反
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
一
九
三
八
年
に
於
け
る
賓
例
を
見
る
に
決
の
如
し
。

農
相
場
の
大
き
さ

一
行
問
常
り
債
格廊

一
一
、
=
一
五
一

四、七九一一一

三
、
一
四
九

三
、
五
八
九

二
、
八
四
六

二、
O
一一一二

一、九
O
五

一
、
八
二
三

一FP
A
M
り
償
絡い臨

八
、
九
O
六

一
七
、
四
一
七

一
九
、
四
八
O

三一一、
O
コ一
O

三
問
、
七
O
八

三
五
、
一
一
一
六
三

四
一
、
八
五
四

七
八
、
一
六
五

ニ

陥

以

下

二

!

五

陥

五

l
七
・
五
陥

七
・
五
l
一
O
陥

一
O
l
一
五
陥

一
五
J

二

O
同

二
O
l
i
二
五
間

二

五

陥

以

上

即
ち
一
間
首
り
の
債
格
は
小
両
顧
の
も
の
が
最
も
高
慣
に
し
て
、
岡
松
を
増
す
に
従
っ
て
低
下
し
一
一
、
三
五
一
麻
乃
五
一
、
八
二

三
臓
を
一
示
す
。
然
し
一
戸
常
り
の
債
格
は
勿
論
小
師
積
の
も
の
よ
り
商
肢
を
増
す
に
従
っ
て
増
大
し
、
入
、
九

O
六
肺
乃
五
七
八
二

六
五
脚
に
達
し
て
借
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。



問
、
過
少
鰹
醤
へ
隣
接
地
の
添
加

調
逸
闘
移
住
訟
の
第
二
の
事
業
は
過
少
粧
替
に
し
て
樹
立
の
生
計
を
皆
み
符
ざ
る
も
の
に
封
し
共
の
隣
接
地
を
分
轄
添
加
し
て
粧

替
を
蹟
大
し
、
以
て
獅
立
自
皆
の
健
全
農
民
を
設
定
す
る
と
と
に
る
る
。
之
れ
に
闘
す
る
成
績
そ
年
次
的
に
一
去
と
し
て
示
せ
ば
次

の
如
き
も
の
が
あ
る
。

五ド

次

戸

ゴ二
数

商 IJ:I!J
干支
/、

ち|添

五六、一ア品。一

回、五一回一

五、七(〕〔)一

穴、八一六↑

一口、一昔一-一

一五、八六一=

=四、六一八一

一七、占六七一

一回ニ、(〕九八一

一七、口四七一

ニ品、
O
五六一

一
戸
平
均
一
一

面
積
〈
防
)
一
一

!.p メL
cl 

21主

九九九九九

一一一一一一一一一一一一一一一

次
九八七六五

計

土

地

添

加
一

一

一

戸

平

均

数
二
陶
積
(
陥
)
一
雨
積
(
陥
)

一
三
、
一
塁
=
=
一
、
一
塁
↑
一
・
八

一(〕、布八一一一一一一一、{〕四四一

2

・
c

一
〔
〕
、
占
九
=
一
一
一
一
'
一
、
四
C
C
一

ニ

・

0

占
、
穴
一
〔
)
一
一
穴
、
耳
八
八
一
ニ
・
一
一

革
、
六
回
一
一
一
-
一
、

co
一

一

品

二

三
一
内
一
一
完
、
一
又
一
一
一
一
・
0

3一
喜
一
八
一
、
=
石
止

六、八
l

穴
晶
一
一
(
)
、
一
E
O
一

。
、
(
〕
一
六
一
一
九
、
八
九
七
一

品
、
九
一
布
一
一
阜
、
昌
九
九
一

戸

. 
-e 

一・旦
一一・
0
一・品

即
ち
一
九
一
九
年
よ
り
一
九
三
九
年
迄
、
廿
一
ヶ
年
聞
に
一
六
六
、
二
六
二
戸

K
剖
し
二
八
一
、
三
七
九
陪
の
土
地
在
分
轄
添
加
し

一
九
一
九
l
l
一
九
二
五

一

九

二

六

一

九

二

七

一

九

二

八

一

九

二

九

一

九

三

O

一

九

一

一

一

一

一

九

一

ニ

ニ

九九言十

四三

た
る
も
の
に
し
て
一
年
平
均
七
、
九
一
七
戸
、

言十
J勺

『
一
九
一
九
百
一
一
一

三
九
三
百

Tt一九

戸
一
九
一
九
一
完

二
三
三
九
九
回
と
な
る
。
市
し
て
今
共
の
年
弐
的
経
過
を
見
る
に
一
九
三
三
年
以
来

漸
弐
増
加
し
て
肱
に
一
寓
戸
を
超
過
す
る
に
至
り
た
る
が
一
九
三
八
年
よ
り
念
に
低
下
し
て
一
九
三
九
年
に
は
僅
か
に
五
千
飴
戸
に

潟
市
地
内
閣
杭
民
事
業
の
成
績

第
一
二
報
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九
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縄
市
地
内
閣
植
民
事
業
の
成
績

第

手五

一
一
二
O

過
ぎ
ざ
る
に
至
り
た
り
。
之
れ
云
ふ
迄
も
な
く
現
下
の
急
迫
せ
る
硝
逃
園
怖
の
然
ら
し
む
る
所
に
し
て
止
む
を
得
ざ
る
も
の
と
い
ふ

べ
き
で
あ
る
。
然
し
元
来
此
の
事
業
は
土
地
の
添
加
の
み
に
し
て
建
物
の
建
築
を
要
せ
ざ
る
を
以
て
戦
時
下
に
於
て
大
工
叉
は
資
材

の
不
足
す
る
も
の
あ
る
に
係
は
ら
や
比
較
的
に
E

待
日
切
に
貴
行
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
上
に
示
す
如
く
敢
は
や
L

減
少
し
た
り

と
雌
も
狛
よ
く
此
れ
を
績
行
し
件
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
一
附
首
り
の
債
格
は
一
九
三
八
年
に
於
て
は
一
千
均
一
、
一

九
六
肺
に
し
て
前
年
の
一
、
三
二
凶
麻
よ
り
や
L
低
下
せ
り
。
而
し
て
之
れ
を
新
農
民
移
住
地
の
債
格
に
比
す
れ
ば
や
L
安
憤
左
示

せ
り
。
即
ち
一
九
三
八
年
に
於
け
る
新
農
民
の
移
住
地
一
陥
の
憤
格
は
千
均
二
二
三
二
跡
に
し
て
添
加
地
の
そ
れ
に
比
し
約
傍
観

な
る
と
と
を
一
不
せ
り
。

次
に
一
戸
に
添
加
せ
ら
れ
た
る
土
地
の
面
積
は
了
二
附
乃
至
二
・
二
陥
、

千
均
一
・
七
陥
に
し
て
飴
り
大
な
る
も
の
に
あ
ら
や
と

い
ふ
と
と
が
出
来
る
。
戎
に
土
地
添
加
の
結
果
出
来
た
る
農
次
の
粧
管
両
税
を
見
る
に
次
表
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

九九九九

一一一一一一一一一一一一

六五四三

一
陥
吋
お
山
町
出
可
o
M
一一

一一一一一一一一一二一一
f平

ヨた

十

土

地

添

加

戸

数

百

戸

中

一

一

二

五

一

一

O
陥

二
陥
以
下
一
一
1

五
H
一

一

一

一

F
一一

O
同

一

以

上

四
一
-
一
一
四
九
・
回
八
・
z

一・一

一Fd
・

且

五

五

二

九

二

一

・

=

五
四
・
品
回
口
・
八
昌
・
七

0

・八

旦
八
・
六
五
一
一
・
九
品
・
五
一
・
0

年

ヲた

九

三

七

九

三

八

一一九一九三一一

平
均
一
一
九
三
手
1

夫

即
ち
一
乃
至
五
阿
の
も
の
最
も
多
く
、

一
阿
以
下
の
も
の
之
れ
に
次
ぎ
夫
れ
以
外
白
も
の
は
甚
だ
僅
少
た
り
と
一
五
は
ざ
る
べ
か
ら

十
、
然
・
れ
ど
も
之
れ
に
よ
っ
て
経
皆
面
績
を
横
大
し
上
級
の
階
級
に
進
む
と
と
勿
論
に
し
て
共
の
賓
態
を
一
九
三
八
年
の
成
績
に
見

る
に
次
表
の
如
し
。
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崎
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け
1

1

1
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げ
ト
同
!
陸
」
主
税
い
阿
〕

0
・

五

陥

以

下

一

回

宅

一

主

一

0
・五ー
l
一
悶
一
一
色
一
z

一
一
一
口
九
一

ア

日

一

一

一

一

l
二

F

一

吾

子

宝

一

塁

二

l
五
陥
↑
一
、
王
室
阜
、
=
一
七
九
一

五
!
七
・
五
阿
一
九
一
一
士
一
一
品
、
九
五
五
一

七
・
五

l
一

O
陥
一
一
、
一
実
一
口
、
宅
三

衣

川

}

川

4

u

h

E

院

は

1
l
b
r
E
室
長
つ
百
貴
重
則

戸
l
伽
臥
|
一
面
積
い
阿
ド
H
i
l
-
-
1
1
1
i

一
九
百
一
一
三
一

O
l
一
五
一
附

毛
=
一
一
一
九
ニ
一
五

l
ニ

O
陥

盟

主

室

六

一

二

O
l二
五
陥

一
、
=
八
七
一
回
、
里
八
一
二
五

l
五

O
陥

九
八
旦
一
穴
、
三
六
一
五

O
陥

以

上

'
一
、
一
宅
一
。
、
三
回
一
計

添

加

前

↑

添

加

後

戸
ー
ー
閣
ト
豆
闘
い
阿
ヒ
』

r殴
L
一
同
副
知
旧
同
凶

)
、
一
一
六
五
一
豆
、
口
回
二
一
、
吉
一
三
、
一
軍
一

車
内
ハ
ト
六
一
九
、
九
八
回
一
品
九
六
一
一
豆
、
四
六
九
一

一
九
二
回
、
一
八
一
一
一
三
四
八
一
占
、
ー
円
五
八
一

一
一
口
九
一
六
、
主
主
一
三
五
一
一
。
、

2
0一

霊
一
九
、
三
占
一
受
一
九
、
実
九
一

晶、穴一
O

一
立
、
主
主
晶
、
六
一
口
一
八
草
、
六
一
一
九
一

即
ち
添
加
を
行
ひ
た
る
前
後
を
比
較
す
る
に
七
・
五
陥
を
境
と
し
て
そ
れ
以
下
の
階
級
に
於
て
は
戸
数
も
而
積
も
添
加
後
に
於
て

減
少
し
、
そ
れ
以
上
の
階
級
に
於
て
は
戸
数
も
間
積
も
添
加
後
に
於
て
増
加
せ
り
。
之
れ
添
加
は
主
と
し
て
七
・
五
階
以
下
の
農
家

に
封
し
て
行
は
れ
た
る
も
の
た
る
と
と
を
推
察
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
市
し
て
七
・
五
隔
は
調
逸
農
民
の
家
族
と
共
に
生
前
の
出
来

る
。
即
ち

k
g
w
s
g
r
E
m
の
最
小
限
度
と
考
へ
ら
れ
る
乎
均
教
で
あ
る
。

命
ほ
此
庭
に
一
一
甘
口
ず
べ
き
は
土
地
の
添
加
は
共
の
小
作
地
を
以
て
せ
ら
る
L
も
少
な
か
ら
ざ
る
と
と
に
し
て
、

一
九
三
八
年
の
例

に
見
る
に
前
表
に
示
す
如
く
椋
敢
に
於
て
一
六
、
五
八
八
附
の
添
加
が
行
は
れ
た
る
が
、
共
の
内
二
、
問
八
問
問
、
即
ち
一
五
U
刊
は
現

在
の
所
有
者
に
よ
り
て
小
作
せ
ら
れ
て
あ
り
た
る
土
地
な
り
と
い
ふ
。

，
択
に
添
加
一
卒
業
の
地
方
的
分
布
を
見
る
に
弐
表
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

過
小
経
皆
者
へ
隣
接
地
の
添
加
地
方
別

山
也t
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一
ダ
ン
チ
ツ
ヒ
ウ
エ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
一

0
・一二

す

け

図

計

一

一

B-oJ

即
ち
プ
ロ
イ
セ
ン
は
重
要
な
る
位
置
を
山
め
‘
戸
敢
に
於
て
七
五
・
七
三

μ、
面
積
に
於
て
八

0
・
九
六
%
を
占
め
て
居
る
。
而
し

A， 
三試フH
-c:、
・ーノ、 区司
主主 4ニヨ

g l z 

一一三一

て
プ
ロ
イ
セ
ン
に
於
て
も
特
に
シ
ユ
レ
ジ
エ
ン
が
主
要
な
る
位
置
を
占
め
戸
数
は
三
六
・
七
六
dw
、
面
積
は
三
了
四
o
d
w
に
達
す
る

を
見
る
別
で
あ
る
。
共
他
ポ
ン
メ
ル
ン
、
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
グ
、
ザ
ク
セ
ン
等
は
や
L
多
き
部
類
に
属
す
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
以
外
に

於
て
は
パ
イ
ヱ
ル
ン
(
戸
数
五
・
九
九
%
、
面
積
三
・
三
間
M
W
〉、

ヘ
ツ
セ
ン
(
戸
数
問
・
二
五
%
、
面
積
二
・
一
一
%
〉
、
メ
ク
レ
ン
プ

ル
グ
(
戸
敷
三
・
六
o
u
w
、
耐
積
五
・
八
七
%
〉
等
は
や
L

多
き
方
で
あ
る
。
市
し
て
共
の
数
量
は
少
な
り
と
離
も
早
く
も
新
制
の
土

地
上
下
ド
l
ナ
ウ
、
ダ
ン
チ
ツ
ヒ
等
に
此
の
事
業
の
仲
民
を
見
る
は
注
意
を
嬰
す
る
所
で
あ
る
。

四
、
移
住
事
業
の
信
用

以
上
の
事
業
を
運
行
す
る
併
用
め
に
は
多
く
の
費
用
を
嬰
し
た
る
と
と
は
勿
論
な
る
が
、
共
の
額
を
知
る
と
と
能
は
ざ
る
を
以
て
一

九
三
八
年
九
月
三
十
日
現
在
と
し
て
獅
逸
移
住
銀
行
ハ
り

2
2口
宮
虫
色
F
m
m
r
gロ
-85

見
る
に
約
五

O
八、

0
0
0陥
の
土
地
に
封
し
中
間
信
用
と
し
て
阿
倍
九
千
四
百
寓
腕
、

此
の
事
端
末
の
得
め
に
貸
出
せ
る
所
を

治宝二
問
、
三
五
三
戸
の
移
住
者
、

二
九
五
、
三

一
六
二
一
二

O
戸
の
土
地
添
加
農
家
、
四
七
、
一

O
六
陪
の
土
地
に
釘
し
三
千
六

百
七
十
寓
廊
二
凶
、
コ
一

O
O
の
農
場
設
備
に
割
し
二
千
八
百
九
十
高
肺
、
合
計
九
億
三
千
七
百
寓
肺
な
り
と
い
ふ
。
之
れ
を
千
債
と

し
て
我
闘
の
貨
幣
に
換
算
す
れ
ば
川
億
五
千
高
闘
許
り
な
り
。
我
閣
の
自
作
農
創
定
維
持
の
事
業
は
や
L
之
れ
に
類
す
る
事
業
に
し

入

O
附
の
土
地
に
封
し
コ
一
億
七
千
七
百
二
十
高
・
師
、

て
、
大
正
十
五
年
以
来
之
れ
が
宵
施
を
な
し
、

昭
和
十
一
年
名
十
一
ヶ
年
聞
に
一
億
五
千
高
闘
左
貸
出
し
、
創
定
農
家
十
七
高
戸
、

維
持
農
家
二
高
戸
を
得
て
居
る
に
比
較
し
て
興
味
深
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

潟
明
坦
内
回
問
植
民
事
業
の
成
績

第

報

一一一一一一一
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明
叫
遜
内
閣
植
民
事
業
の
成
績

策

調i

玉
、
獲
得
用
意
し
た
る
土
地
の
利
用

三
一
四

上
挫
の
如
く
に
し
て
一
九
一
九
年
本
事
業
を
開
始
し
て
以
来
一
九
二
一
九
年
に
一
主
る
迄
に
於
て
一
、
五
七
五
、
五
二
二
悶
の
土
地
を
獲

得
用
意
す
る
所
る
り
た
る
が
、
此
の
内
貴
際
に
新
農
民
の
設
定
、
小
経
路
凸
へ
添
加
の
潟
め
用
ひ
ら
れ
た
る
土
地
は
如
何
の
問
題
は
極

め
て
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
此
れ
に
就
て
一
表
を
作
製
し
て
示
せ
ば
共
の
如
し
。
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計

到
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一
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h恒
佐
川
崎
両
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畑
目
ト
比
1

同

町

一

%

一

陥

一

陪

一
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目

一一g
九
九
九
四
六
九
二
品
一
ニ
九
百
-
、
四
八
九
↑
一
一
豆
一
、
九
九
四
一
内
九
・
一
七
一

t

一
口
、
〔
)
口
四
一
六
昌
二
穴
一
一
一
-
一
一
一
八
、
一
六
七
一
一
一
司
三
、
九
九
八
一
穴
ハ
・
九
〔
品

四
一
一
、
四
口
四
一
四
九
・
百
一
三
四
一
一
E

、
一
五
一
一
毛
E

、
四
三
六
回
・
主

君
、
巴
一
一
二
三
九
一
き
一
一
、
六
一
九
一
号
一
一
一
、
喜
一
六
六
・
一
一
品

芝
、
占
四
回
一
六
一
・
三
ハ
一
内
一
九
、
七
一
酋
一
四
O

回、五品目八一内五・一一八一

九
一
品
、
六
九
五
一
担
車
・
一
ズ
一
占
四
六
、
八
四
六
一
五
C
C
J
石
昌
一
穴
ー
マ
九
ハ
一

一
一
一
回
、
一
一
回
一
一
一
一
一
口
・
九
四
一
八
五
八
、
八
回
二
六
=
回
、
五
一
E

一占一一・七一一一

一
一
九
、
六
九
一
一
三
一
一
回
・
六
・
四
回
一
九
四
口
、
五
占
八
一
七
四
回
、
ニ
口
八
一
七
九
二
一
-

u

毛、
t

一
四
回
一
品
一
一
三
一
回
一
一
、
(
〕
回
七
、
六
一
一
宍
一
八
三
、
一
室
三
?
ハ
・
回
=
一

一O
一
、
一
一
四
八
一
六
八
主
主
一
、
一
九
五
、
占
回
九
一
九
三
、
八
(
〕
O

一
七
?
一
£

九
一
、
四
八
一
三
缶
四
・
四
占
一
一
、
一
三
八
、
一
也
九
品
一
一
、
(
〕
一
四
、
一
マ
ハ
旦
一
品
六
・
九
ユ
一

合
一
、
四
宮
一
一
一
呂
・
三
一
、
回
口
口
、
八
三
一
一
一
、
O

九
六
、
交
正
一
夫

-
i

耳
目
八
、
九
九
ー
さ
九
一
了
昌
・
均
一
一
、
四
六
回
、
六
八
一
一
一
、
一
五
車
、
六
八
二
占
八
・
九
(
〕
一

回
四
、
四
一
一
一
-
一
六
九
・
四
八
一
一
、
五
ニ
mr

、
六
一
塁
一
一
、
Z
D
O

、
一
〔
〕
旦
一
品
ハ
・
五
一
一

一
一
九
、
九
一
一
八
一
六
一
子
八
O

一
一
、
車
占
阜
、
一
品
一
三
一
一
、
一
一
一
口
口
、
(
〕
一
-
一
二
七
八
・
C

晶一

一
、
一
一
一
色
、
。
=
一
二
夫
会
一

l
一

積



即
ち
新
農
民
の
移
性
地
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
る
も
の
九
四
八
、
六
五
二
問
、
会
獲
得
地
の
六

0
・
二
一
%
、
小
粧
替
の
添
加
地
と
し

て
用
ひ
ら
れ
た
る
も
の
二
八
一
、
一
二
七
六
、
会
獲
得
地
の
一
七
・
八
六
M
W
、
一
山
品
作
合
計
一
、
二
三

O
、
O
コ
二
陪
、
会
獲
得
地
の
七
八
-

O
包
%
な
り
。
故
に
獲
得
地
は
狛
ほ
三
間
五
、
山
九
一
阿
、
二
一
・
九
三
%
を
飴
す
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
一
九
四

O
年

一
月
一
日
現
在
の
移
住
準
備
地
は
一

O
七
、
三

O
O師
、
即
ち
金
獲
得
地
の
六
・
八
一
%
な
り
と
云
へ
ば
残
す
所
の
二
三
八
二
九
一

階
‘
即
ち
金
獲
得
地
の
一
五
・
二
一
%
は
移
性
又
は
添
加
に
用
ひ
ら
れ
ざ
る
土
地
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
叉
新
農
民
白
移
住
地
と
小
粧
替
の
添
加
地
と
の
割
合
は
七
七
・
一
二
%
と
二
二
・
八
八
%
で
る
る
。
又
プ
イ
ン
ケ
氏
は
一
九

一
九
年
よ
り
一
九
三
八
年
迄
に
獲
得
せ
ら
れ
た
る
土
地
の
用
詮
を
一

O
O附
首
り
と
し
て
弐
の
如
く
計
算
し
て
居
る
。

六
五
悶
:
:
:
新
農
民
移
住
地

一
九
陥
:
:
:
小
経
轡
へ
の
添
加
地

一
六
阿
:
:
:
道
路
、
庭
前
地
、
不
耗
地
其
他
〈
新
農
民
又
は
添
加
地
と
し
て
不
適
替
な
る
土
地
〉

n
 
u
 
r
 
e
 
u
 
B
 

以
上
新
農
民
の
設
定
と
、
小
務
官
者
へ
の
土
地
添
加
と
に
就
き
一
九
三
八
年
又
は
一
九
三
九
年
迄
の
成
績
の
大
要
を
記
述
し
た
り
、
問N
 

今
並
ハ
の
妥
結
を
此
蕗
に
摘
問
し
て
結
論
と
・
な
す
に
、

'
o
u
 

bMU 

新
農
民
の
設
定
事
業
は
土
地
の
獲
得
用
意
は
一
九
コ
二
年
頃
よ
り
や
i

困
難
な
る
形
勢
を
示
し
た
る
が
、

lmV
 
3u a
 

-u 
wA e
 
、υE
 

六
、
結

論

付

一
九
三
三
年
に
ナ

チ
ス
政
権
の
確
立
以
来
漸
次
非
常
友
る
勢
を
以
て
促
進
せ
ら
れ
た
り
。
然
れ
ど
も
最
近
に
至
り
岡
家
非
常
時
の
再
現
と
共
に
又
や
L

下
向
の
形
勢
を
示
せ
り
。

t今

探
れ
ど
も
新
農
民
の
設
定
は
ナ
チ
ス
政
権
の
主
一
裂
な
る
一
方
策
な
る
を
以
て
、
其
の
移
住
に
は
多
大
の
努
力
そ
致
し
、
最
近

に
於
て
も
数
字
的
に
は
下
向
の
形
勢
を
示
す
も
今
向
ほ
相
営
数
の
設
定
を
持
槙
し
つ
L
あ
る
は
注
意
を
榔
ふ
べ
き
で
あ
る
。

獅
遜
一
内
陣
植
民
事
業
の
成
績

第
三
戦

一一一一五

S.114. Jalu・gang，Heft 3. 32. 1 ) 



山
岬
逸
内
図
植
民
事
業
の
成
絞

第

平日

a

a

-

、
-一
J

ノ

(司

而
も
ナ
チ
ス
と
友
り
て
以
来
は
他
会
な
る
淵
立
農
民
の
設
定
に
亙
き
を
置
き
た
る
を
以
て
共
の
設
定
数
は
減
少
し
た
る
も
設

定
面
積
の
減
少
は
比
較
的
に
少
く
、
従
て
一
農
民
の
千
均
而
柏
は
漸
攻
増
大
し
つ
ミ
あ
る
と
と
を
示
せ
り
。
今
之
れ
を
数
字
的
に
槻

察
す
る
に
次
表

一一一lの
少しI IJJJ 

司:き
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二

き
陥
以
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{
湖
一
一

『
数

戸

川

河

フ巴て フ句"'-' プマ

七
八
、
ー
さ
ハ
一
-

一口
0

・。cι一一

即
ち
従
来
(
特
に
一
九
二
五
年
迄
ゾ
は
二
附
以
下
の
も
の
多
敢
に
し
て
五

o
u
m
以
上
を
い
什
め
た
る
も
、
北
べ
後
に
於
て
は
漸
弐
北
の

割
合
を
低
下
し
一
九
三
九
年
に
は
凶
%
と
友
り
た
り
。
之
れ
に
反
し
五
附
以
上
の
階
級
に
於
て
は
漸
共
割
合
を
増
大
し
、

九

九

年
に
於
て
は
一

O
乃
至
五

O
陥
の
も
の
八
二
%
を
占
む
る
を
見
る
所
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
よ
り
一
九
三
九
年
迄
廿
一
年
間
に
移
住
せ
し
め
た
る
新
農
民
教
は
七
寓
八
千
六
百
六
十
三
戸
に
し
て
、
過
小
経

営
に
添
加
地
を
な
し
た
る
蚊
は
十
六
高
六
千
二
百
六
十
三
戸
な
り
。
故
に
之
の
一
刷
者
を
合
ず
る
時
は
二
十
四
高
間
千
九
百
二
十
六
戸

と
な
っ
て
、
此
れ
丈
け
の
硝
立
自
粧
の
健
全
農
業
家
佐
設
定
し
た
も
の
と
見
る
と
と
が
出
来
る
。
之
れ
本
法
強
布
以
来
の
成
果
で
あ

胸)



る
。
聞
し
て
之
れ
を
抑
制
趨
の
全
農
業
粧
替
数
三
百
七
高
五
千
飴
に
担
比
す
れ
ば
七
・
九
六
M
刊
に
過
ぎ
や
と
雌
も
之
れ
を
澗
逸
の
二
乃

至
五

O
陥
の
粧
戯
曲
数
二
二
三
七
、
七
一
五
に
釘
比
す
れ
ば
一
一
・
凶
六
M
m
と
た
り
て
必
や
し
も
小
、
な
り
と
一
五
ふ
と
と
能
は
や
。

同

而
し
て
之
れ
に
要
し
た
る
費
用
を
知
る
と
と
は
最
も
興
味
あ
る
と
と
な
る
が
、
充
分
明
か
に
す
る
と
と
能
は
や
、
唯
前
述
の

如
く
に
し
て
一
九
三
八
年
現
在
の
銀
行
負
債
の
み
に
し
て
も
九
億
一
一
一
千
七
百
寓
跡
な
り
と
一
五
ふ
を
以
て
、
恨
り
に
之
れ
を
前
記
の
戸

敢
に
割
り
営
つ
る
時
は
一
戸
平
均
六
二
九
八
'
凧
と
な
る
と
と
を
知
る
の
で
る
る
。
又
前
越
の
如
く
土
地
の
購
入
費
の
み
に
し
て
一
戸

営
り
二
問
、
六
七
四
腕
な
る
を
以
て
少
く
と
も
一
戸
首
り
三
官
同
'M
仰
の
費
用
を
要
し
た
る
と
と
を
想
像
さ
る
L
も
の
に
し
て
相
岱
高
債

な
る
事
業
た
る
と
と
を
知
る
も
の
で
あ
る
。

向
ほ
今
次
新
ら
た
に
猫
迎
に
併
合
し
た
る
新
地
域
に
於
て
平
く
も
新
農
民
の
設
定
を
行
ひ
た
る
は
注
意
を
要
す
る
所
で
あ
る
。
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